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研究成果の概要（和文）：本研究では，数学教育における「数学的な考え方」に焦点をあてて，

戦前から戦後への数学教育の連続性について考察を行っている。乗法の意味の拡張は，数学教

育の指導の進展としてとらえられ，戦後の「数学的な考え方」をとらえる上での一つの視点と

されている。この点について，戦前から戦後へと一貫する指導の改善を論点にまとめている。

また，特徴的な教材を昭和 22 年の国定教科書『算数』から取り上げ，現在の数学教育への示唆

として「算数的活動」の意義をまとめている。 

 

研究成果の概要（英文）：In this study, the focus is appropriated to "Mathematical thinking" 
in mathematics education, and the continuousness of the mathematics education from prewar 
days to postwar days is considered. Enhancing the meaning of multiplication is caught 
as progress of the instruction of elementary mathematics, and assumed to be one aspect 
"Mathematical thinking" in postwar days is caught. The consistence of improvement of 
instruction from before the world war II is discussed on this point. Moreover, a feature 
teaching material is taken up from the government-designated textbook 'Arithmetic' in 
1947, and the meaning of "Arithmetic activity" is considered as a suggestion in a present 
mathematics education. 
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学習指導要領（試案） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)本研究に関連する国内の研究動向及び位
置づけ 
 日本の数学教育史において，戦後教育改革
期の数学教育は単元学習の時代とされてい

る。単元学習は，子どもの生活を取り上げて
数学を指導するものと言われるが，これは数
学をないがしろにした指導であり，占領軍に
よる米国の進歩主義教育の押し付けであっ
たと否定的に評価されている。また，学力低
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下の原因と批判を受けて衰退し，昭和 30 年
代には系統学習に変わってしまう。ここでは，
戦後教育改革期の数学教育は，混乱期の特殊
な教育として，戦前，そして，戦後の数学教
育からも断絶したものとされてきた。（小倉
金之助，鍋島信太郎『現代数学教育史』，小
倉金之助，黒田孝郎『日本数学教育史』，塩
野直道『算数・数学教育論』） 
 しかし，このような先行研究に対して，近
年，再検討が始まっている。これには，大き
く 2 つのタイプがある。1 つは，米国の公文
書館に保管されていた占領期の日本統治の
関連文書（GHQ/SCAP 文書）の公開を受けた歴
史的検証を主とするものである。（奥招，平
成 6・7年度科学研究費補助金一般研究 C，上
垣渉，平成 10～12 年度科学教育研究費補助
金基盤研究 B2）これらは，従来，憶測や伝聞
で語られていた戦後教育改革期の数学教育
の歴史についての見直しを行うものであっ
た。 
 もう 1つは，こうした歴史的検証が進む中
で，研究代表者が進めてきた研究である。こ
れは前述の GHQ/SCAP 文書から，単元学習の
学習指導要領や教科書の編集過程を明らか
にするものである。従来の単元学習に対する
解釈が表面的なものであったことを示し，戦
前の数学教育からのつながりや単元学習の
本来の意図を明らかにしているものである。
（蒔苗直道，平成 15・16 年度科学研究費補
助金若手研究 B）そして，この研究をさらに
進め，米国の進歩主義教育の影響やその日本
的改作についての研究が行われている。（蒔
苗直道，平成 17～19 年度科学研究費補助金
若手研究 B）。 
 
(2)これまでの研究成果を踏まえ，着想に至
った経緯 
 以上の研究成果から，戦前，戦中，戦後の
数学教育を連続したものとして，とらえた方
がよいのではないかと考えている。そして，
この系譜に現在の指導の根本原理となる「数
学的な考え方」の指導の萌芽を読み取れるの
ではないかと考えている。戦後教育改革にお
いて数学教育には単元学習が取り入れられ
たのは確かであるが，その経緯や背景を明ら
かにしていく中で，数学教育において大事と
されてきたことや発展させてきた考え方に
ついては，戦前，戦後と断絶していたとする
と説明のできない記述や教材が，学習指導要
領や教科書に存在している。これらのことの
位置づけを整合性をもって説明し，戦後教育
改革期の数学教育を再評価する必要がある
と考えたのが研究の着想に至った経緯であ
る。 
 
(3)これまでの研究成果を発展させる点 
 本研究は，これまでの研究を発展させるも

のである。まず，これまで戦前の数学教育や
米国の進歩主義教育の影響に着目してきた
が，ここでの特徴が，戦後から現在への数学
教育に，どのように関連しているのかという
点の発展がある。また，戦前から戦後につな
がる連続性の中に，戦後教育改革期の数学教
育を位置づけ直すことは，今までになかった
考え方である。さらに，このことは，従来の
歴史観や数学教育観を支配してきた「子ども
の生活中心の教育」と「数学の系統中心の教
育」の対立構造から，表面的な違いで数学教
育の変遷を特徴づけることに一石を投じる
ものである。表面的な変化の背後にある数学
教育で最も重視されてきた「数学的な考え
方」に焦点をあてて，戦後教育改革期の数学
教育を再評価する意図がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究において対象とする年代は，日本最
初の国定算術教科書『尋常小学算術書』が発
行された明治 38 年から，戦後教育改革期を
経て系統学習の学習指導要領が実施される
昭和 36 年までとする。この時代において，
算数・数学の指導内容の構成，立式の意味指
導，割合の考え方，図形の性質と論証などが、
どのように変化しているのかを実証的に明
らかにする。そして，この変化の背景にあっ
た「数学的な考え方」について焦点をあて，
戦後教育改革期の数学教育における学習指
導要領や教科書の編集過程における「数学的
な考え方」の萌芽と発展を特徴づけていく。
これにより，戦前から戦後にかけての数学教
育の連続性と現在の数学教育への連続性を
示す。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的３つの下位課題を設定し，順
に遂行する。 
 
(1) 課題１ 戦前の数学教育の特徴を「数学
的な考え方」の視点から整理する。 
 具体的には，戦前の国定教科書『尋常小学
算術書』『高等小学算術書』『尋常小学算術』
『カズノホン』『初等科算数』『数学』から，
戦前の数学教育における指導内容の構成，立
式の意味指導，割合の考え方，図形の性質と
論証の変遷をまとめ，編纂趣意書や編纂に関
わる会議録，文献から，その編集の背景を明
らかにする。 
 このため，戦前の国定教科書の編纂趣意書
や編纂に関わる会議録，文献などの史料収集
を行う。資料収集には，国立国会図書館や東
書文庫を利用する。 
 
(2) 課題２ 戦後教育改革期の数学教育に
みられる「数学的な考え方」の萌芽を明らか
にする。 



 

 

 具体的には，戦後教育改革期の算数・数学
の学習指導要領や教科書において，指導内容
の構成，立式の意味指導，割合の考え方，図
形の性質と論証がどのように扱われている
かをまとめ，編纂趣意書や編纂に関わる会議
録，文献から，その編集の背景を明らかにす
る。 
 このため，占領軍の日本統治記録である
GHQ/SCAP 文書の収集・分析を行う。GHQ/SCAP
文書には，文部省と占領軍の担当官との会議
録が残されており，この記録を分析すること
によって，占領軍から指示された内容とこれ
に対する日本側の対応を明らかにすること
ができる。なお，GHQ/SCAP 文書の収集にあた
っては，国立国会図書館の憲政資料室を利用
する。収集された史料は，スキャナで画像と
してデジタル化する他，テキスト化，日本語
訳し，資料集としてまとめる。 
 
(3) 課題３ 戦後教育改革期の数学教育に
見られる「数学的な考え方」が，戦後にどの
ように発展しているのかを明らかにする。 
 具体的には，昭和 33 年の学習指導要領改
訂に見られる「数学的な考え方」の登場の背
景について，学習指導要領，指導書，教科書
の記述をはじめ，教育課程審議会や教科等調
査委員会の会議録を基に分析をすすめ，戦後
教育改革期の数学教育からの継承や発展に
ついて明らかにする。 
 このため，国立国会図書館や国立公文書館
の史料を収集，分析する。また，戦後の検定
教科書については，東京学芸大学附属図書館
所蔵の教科書コレクションを利用する。 
  
４．研究成果 
(1) 乗除数が分数の場合の乗除法に関する
意味指導が，戦前・戦中においてどのように
考えられていたのかを明らかにした。そして，
これが戦後教育改革期の数学教育において
どのように引き継がれたのかを明らかにし
た。分数の乗除法の意味指導は，戦後の「数
学的な考え方」において強調された内容であ
り，現在の数学教育においても重要視されて
いる。研究の方法で設定した課題１と課題２
について，分数の乗除法の意味指導に焦点を
あて「数学的な考え方」の萌芽と発展につい
て考察した。 
 分数の乗除法の意味指導については，戦前
の国定教科書『尋常小学算術書』『高等小学
算術書』『尋常小学算術』『カズノホン』『初
等科算数』においても，単なる計算方法の習
得ではなく立式の意味を考える指導への変
遷を見ることができる。戦後教育改革期の分
数の乗除法の指導では，戦前，戦中に比べて，
教育課程上の指導学年の変更や指導内容の
記述に違いを見ることができる。そして，割
合を基にした分数の乗除の意味づけがされ

ているのが特徴である。 
 ここでは，比の三用法が強調され，比の第
二用法との関連で乗法の意味が説明され，比
の第一用法と第三用法から除法の意味が説
明されている。こうした「数学的な考え方」
を通して，整数から小数，分数の場合へと乗
除法を拡張することがねらわれている。また，
実際の教科書における展開にも，この考え方
を反映した教材を見ることができる。割合の
学習において，分数の乗除法の計算の意味と
方法を考える教材がこの例として挙げられ
る。 
 こうした史実は，戦前・戦中の分数の乗除
の指導の変遷における改善点が，戦後教育改
革期の数学教育にも継承されていたことを
示すものである。 
 
(2) 乗除数が分数の場合の乗除法に関する
意味指導が，戦後教育改革期においてどのよ
うに考えられていたのかを明らかにした。分
数の乗除法の意味指導は，戦後教育改革期の
数学教育において特に強調された指導内容
であり，この時期に特有の展開が見られる。
ここに「数学的な考え方」の萌芽と発展を見
ることができる。 
 昭和 22 年の『学習指導要領算数科数学科
編（試案）』においては，バージニア・プラ
ンを参考した面があることが指摘されてき
た。しかし、これは単なる米国の模倣ではな
く，戦前・戦中の日本の数学教育を引き継い
だ面があることから，戦後教育改革期におけ
る数学教育への評価に対する見直しとして
着目した。このため，両者の分数の乗除の指
導の違いに焦点をあて，ここでの相違点を明
らかにした。 
 この結果，単位分数に着目して，そのいく
つ分を求める計算として分数の乗除を意味
づけている点や，整数，小数，分数の加減乗
除を統一した考え方で捉えようとしている
ことは共通してしていた。しかし，バージニ
ア・プランが具体例とその結果から計算を意
味づけているのに対して，昭和 22 年の『学
習指導要領算数科数学科編（試案）』では，
計算の方法を割合の意味やその前提にある
比例関係に着目することで意味づけていた。
これは，戦前・戦中の日本の数学教育におけ
る分数の乗除の意味指導を引き継いだ内容
である。 
 これによって，本研究における中心的テー
マである「数学的な考え方」の萌芽を，戦後
教育改革期の数学教育における分数の乗除
の意味指導において確認することができた。
そして，これは，こうした戦前・戦中の分数
の乗除の指導の変遷における改善点が，戦後
教育改革期にも継承されていたことを示す
ものであった。 
 



 

 

(3) こうした分数の乗除法に関する意味指
導において特徴的な教材を昭和 22 年の国定
教科書『算数』から取り上げ，現在の数学教
育への示唆として「算数的活動」の意義をま
とめた。 
 まず，昭和 22 年に発行された国定教科書
『算数』における分数の乗法の意味指導の特
徴を明らかにした。この指導では，分数の乗
法を必要とする問題場面が与えられ，この問
題の答えを求めるための計算の仕方を児童
が考えることから始まる。次に，この計算の
意味を考えることを通して，この計算が整数
の乗法と同じ形式で分数の乗法として立式
できることを認める。そして，分数の乗法の
計算の規則を公式化するという特徴的な展
開がとられている。 
 現在の算数に，このような指導をそのまま
取り入れることには，多くの問題点が残され
ている。しかしながら，『算数』における展
開は，児童の主体的な活動の結果を算数とし
てまとめていく指導として評価できる。これ
は，現在の分数の乗法の指導とは異なる展開
であり，このような児童が問題を解決してい
く過程を通して算数を創造していくところ
に，現在の算数的活動における本来の意義が
あることをまとめた。 
 
(4) また，研究の方法において設定した課題
２の GHQ/SCAP 文書の収集では，収集した資
料をデジタル化するとともに，テキスト化，
日本語訳して資料集にまとめている。本研究
では，この資料から数学教育における「よさ」
の用語の起源について考察した。 
 「よさ」の用語が最初に数学教育で取り上
げられたのは，昭和 26（1951）年の『中学校
高等学校学習指導要領数学科編（試案）』と
『小学校学習指導要領算数科編（試案）』で
ある。戦後教育改革期において，これらの学
習指導要領（試案）は，占領政策の下，文部
省と連合国軍との交渉を経て編集されてい
る。この過程において，文部省が数学の内容
を中心に数学教育の目標を記述しようとし
たことに対して，連合国軍から「よさ」の感
得等を含めた目標を記述することが求めら
れ，この主張を受け入れることで「よさ」の
用語が取り上げられる。 
 そして，こうした「よさ」の用語を数学教
育の目標として取り上げるにあたっては，こ
の時期に特有の数学教育論が展開されてい
る。数学の学習では，「何を」「どのように」
学ぶかは，「なぜ」数学を学ぶのかというこ
とから決定される。この「なぜ」に答える視
点として，数学の「よさ」は位置づけられて
いる。戦後教育改革期における数学教育は，
占領軍の影響や進歩主義教育の影響を受け
ており，教科書や学習指導要領（試案）など
においても，特有の記述が見られるのは確か

である。しかし，詳細に分析をすると，その
内実においては戦前・戦中の数学教育を継承
していたり，戦後の数学教育につながる考え
方を見出したりすることができる。 
 
(5) 乗除数が分数の場合の乗除法に関する
意味指導が，戦後においてどのように考えら
れていたのかを明らかにした。分数の乗除法
の意味指導は，戦後の数学教育において「数
学的な考え方」の中心的な位置づけをされて
いる。 
 国定教科書における分数の乗除の変遷か
ら，その指導の改善点を計算の意味指導に焦
点をあててとらえたとき，戦後教育改革期の
分数の乗除においては，こうした改善点が引
き継がれていた。第一には，計算の方法を単
に教えて練習問題によって習熟させるので
はなく，計算の意味を考える指導への転換で
ある。この点は，緑表紙教科書以降，一貫し
ている点である。第二に，この計算の意味指
導においては，「働きの分数」として分数を
とらえなおすことが行われている点である。 
  この点が，戦後教育改革期になると，割
合に基づく比の三用法の関係から，分数をか
ける計算と分数でわる計算が体系づけられ
ることになる。分数でわる計算は，比の第三
用法から説明され，「働きの分数」にあたる
割合でわる計算としてとりあげられるよう
になる。 
 この指導の系統は，戦後教育改革期の学習
指導要領(試案)における指導内容の説明に
おいて整理され，「働きの分数」に着目した
分数の乗除の計算の意味は，割合を基にした
比の三用法と関連づけられることになる。こ
の方針が昭和 33 年の系統化の学習指導要領
に取り入れられるのである。 
 こうしたことを踏まえると，戦後教育改革
期における分数の乗除の指導は，戦前・戦中
の数学教育の指導の改善を引き継ぎ，割合を
基にした計算の意味指導へと展開しており，
これが戦後の数学教育へとつながっている
ととらえることができる。 
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